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ゼミ 研究テーマ 

持続可能な未来のための化学 大気質と気候の関係と私たち 

地球環境を考える 

りんごから多くの糖を取り出すには？～りんごの皮の粉砕方法と状態と、アルコール

量の関係～ 

地球環境を考える 

ただの砂糖水を環境にやさしい燃料にかえる 

〜バイオエタノールの培養方法の比較〜 

地球環境を考える 容器によってアルコール発酵量は変わるのか 

地球環境を考える アルコール発酵と糖の種類の関係性 

生物学研究 シュレッダーダストの分解とその活用法についての考察 

生物学研究 環境に優しい紙作り 

生物学研究 チョークの成分によるアリの走性 

生物学研究 かいわれ大根の再生 

生物学研究 アレロパシー活性による雑草の発芽抑制 

生涯スポーツの研究・開発 オールボール〜すべてのスポーツの動きを取り入れる〜 

生涯スポーツの研究・開発 ベビーバレーボール 

ＤＩＧ 学校における洪水対策 

ＤＩＧ これからの災害対策「減災編」 

ＤＩＧ 改良版ハザードマップ in平塚市大神 

ＤＩＧ 金目川の洪水被害について 

リーダーシップ理論 リーダーシップとコミュニケーション 

リーダーシップ理論 誰もが意見を出しやすい環境について 

リーダーシップ理論 的思考と経営 

リーダーシップ理論 身近なことから始めるコミュニケーション 

リーダーシップ理論 ピンチなときのリーダーシップ 

リーダーシップ理論 高校生に効果的な率先垂範・同僚支援 

リーダーシップ理論 リーダーシップ史〜理想の政治体制とは〜 

リーダーシップ理論 グローバルに活躍できる医療人とは何か 

リーダーシップ理論 率先垂範とスクールカーストの関係性について 

認知心理学入門 平塚江南高校の過去から現在までの学校行事と生徒の特徴 

認知心理学入門 生徒を認める教育法~モチベーションアップにつながる声掛け~ 

認知心理学入門 近現代文学教育論〜これからの現代文、どうする？〜 

認知心理学入門 小・中・高校生の短期記憶量の差 

認知心理学入門 オノマトペ 

認知心理学入門 短時間の閉眼が及ぼす効果の調査 

認知心理学入門 パーソナルスペース 

認知心理学入門 勉強と五感の関係性 

城 首里城御庭浮道の研究 

城 城と城主の心理的関係性 

城 観光資源としての城の役割 

城 難攻不落の城と呼ばれる条件は何か 

城 江戸の城下町がなぜ首都になったのか 

城 環境問題と城 

城 城における構造の変化とその背景 

城 難攻不落の城 

Action for SDGs 共創・探究Ⅰ Action for SDGs 〜未来への道標〜 

武人のうた 防人の歌にみる作者の思い〜かわらない愛のかたち〜 

武人のうた 今や昔のうたごころ 

武人のうた 捲土重来ふたりはプリキュア 
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ゼミ 研究テーマ 

武人のうた 東亜に開かれた武人のこころ 

スマホ脳になった現代人 就寝前のスマホについて 

スマホ脳になった現代人 スマホ依存を止めるために 

スマホ脳になった現代人 スマホを使うこととその影響 

スマホ脳になった現代人 スマホと勉強の関係 

スマホ脳になった現代人 スマホのアラーム機能 

スマホ脳になった現代人 スマホと学力低下 

スマホ脳になった現代人 スマホによる学力低下の原因 

スマホ脳になった現代人 スマホ依存解消法 

スマホ脳になった現代人 スマホと娯楽 

スマホ脳になった現代人 スマホはなくてはならないのか 

スマホ脳になった現代人 スマホ利用のメリット・デメリット 

スマホ脳になった現代人 SNS時代の新たなコミュニケーショントレーニング 

スマホ脳になった現代人 スマホに囚われない生活を送るには 

スマホ脳になった現代人 スマホの使い始めた年齢について 

スマホ脳になった現代人 スマホと宗教 

スマホ脳になった現代人 紙とデジタルと勉強 

スマホ脳になった現代人 各 SNSの使用目的による利用時間や依存度の違い 

第二言語習得論 臨界期仮説 

第二言語習得論 ヘレン・ケラーに関する研究を通して言語学習の本質を見抜く 

第二言語習得論 手話 

第二言語習得論 日本と外国の英語教育の違いと改善 

第二言語習得論 効果的な韓国語の学習法について 

第二言語習得論 英単語の効果的な暗記方法 

第二言語習得論 幼児期の英語教育 

第二言語習得論 言語習得と母語の関係 

第二言語習得論 日本の英語義務教育はどうか？ 

第二言語習得論 第二言語言語習得の第一言語への影響 

第二言語習得論 年齢別の効率の良い第二言語習得方法 

第二言語習得論 第二言語習得と音読の関係性 

第二言語習得論 第二言語習得の難しさ 

第二言語習得論 日本人が学びやすい言語と学びにくい言語の違い 

第二言語習得論 英語教育における 4技能のレベルの差についての考察 

第二言語習得論 言語の学び方について 

第二言語習得論 第二言語 

スポーツの歴史・文化 生涯スポーツとの関わり方 

スポーツの歴史・文化 現代の剣道 

スポーツの歴史・文化 日本の e-sports 

スポーツの歴史・文化 黒人と水泳競技 

スポーツの歴史・文化 スポーツの世界大会とその社会的・歴史的背景 

スポーツの歴史・文化 ルールとマナーの歴史と違い 

スポーツの歴史・文化 サッカーの戦術の変遷とその歴史 

スポーツの歴史・文化 スポーツの政治的利用に関する考察 

スポーツの歴史・文化 本当のスポーツマンシップとは 
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❹関係資料―５ 授業指導案①（共創探究基礎） 

 

（様式１）研究授業計画書 

教科 共創・探究  科目 共創探究基礎   

                 

 〇単元名   「プレゼンテーションの基礎」 

〇本時の指導 

（１）本時の目標  

  ・各自の活動を通して、プレゼンテーションにおける各段階に必要な知識や技能を身につける。 

  ・担当者とのやり取りを通して、自分の課題を認識し、改善に向けて解決しようと取り組む。 

（２）本時（本単元）で育成したい、評価したい能力  ※（  ）に〇をいれてください。 

    （ 〇 ）情報活用能力    （ 〇 ）論理的思考力     （ 〇 ）問題発見・解決能力 

    （   ）課題設定力     （   ）課題解決構想力    （ 〇 ）協働解決力 

    （   ）国際通用力     （ 〇 ）倫理観 

  （３）上記能力を育成するために生徒へ投げかける「 問い 」や「 学習活動 」 

   ・知識や技能を教え込むのではなく、生徒各自の取組から気づきがある学習活動 

 〇ルーブリック評価の観点と評価段階 

           評価段階 

観点 
A B C 

プレゼンテーションの準

備についての基礎的な技

術の習得（情報活用能

力、論理的思考力） 

テンプレートに沿ったスライド

を改良し、オリジナリティあふ

れるスライドを作成しようと

し、そのための手法をある程度

身につけている。 

テンプレートに沿ったスラ

イドを作成することができ

る。 

テンプレートに沿って

スライドを作成するこ

とができない。 

プレゼンテーションの実

践と改善 

（問題発見・解決能力、

協働解決力、倫理観） 

プレゼンテーションの練習を行

う準備ができ、自分のスライド

から課題を見つけ、改善しよう

としている。 

プレゼンテーションの練習

を行う準備ができている

が、実際に練習はできてい

ない。 

プレゼンテーションの

練習を行う準備があま

りできていない。 

  ※本時（本単元）のルーブリック評価の対象となる学習活動 

    授業のほぼ全ての時間に渡る、プレゼンテーションの準備のための生徒の活動 

〇授業全体に関して、授業見学者に重点的に見てほしいこと（協議会等で特にアドバイスが欲しい点） 

  ・指導と評価の一体化（ルーブリック評価の改善と、実際の授業にどのように反映するか） 

〇補足 

  これまでの自分を振り返り、今後の進路についてプレゼンテーションをするためのスライドを作成する作業をさ 

せています。このプレゼンテーション(発表)は、三者面談にて実施されるものですので、授業での評価は、活動へ

の取組及び成果物のスライドや原稿をもとにして行います。このプレゼンテーションの準備を通して、効果的に表

現するための基礎的な知識や技能を、生徒自身が試行錯誤する中で習得させることが目的です。 

 活動の早い遅い、準備をしている、していないなど個人差が出てきます。準備が早く終わった生徒から、教員が

個別に廊下で発表の練習や内容の指導を行います。もちろん時間内においてすべての生徒に対する個別指導はでき

ませんが、「しっかりと準備をした生徒はその分いいことがある」ということも事前に伝えています。今回の研究

授業では生徒個々への指導がなされて様子をご覧いただけるかと存じます。なお、今回は内容が個人の進路に関す

ることなので、グループでの活動はありません。「自分自身と向き合う」活動になります。 
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❹関係資料―５ 授業指導案①（共創探究基礎） 

 

（様式１）研究授業計画書 

教科 共創・探究  科目 共創探究基礎   

                 

 〇単元名   「プレゼンテーションの基礎」 

〇本時の指導 

（１）本時の目標  

  ・各自の活動を通して、プレゼンテーションにおける各段階に必要な知識や技能を身につける。 

  ・担当者とのやり取りを通して、自分の課題を認識し、改善に向けて解決しようと取り組む。 

（２）本時（本単元）で育成したい、評価したい能力  ※（  ）に〇をいれてください。 

    （ 〇 ）情報活用能力    （ 〇 ）論理的思考力     （ 〇 ）問題発見・解決能力 

    （   ）課題設定力     （   ）課題解決構想力    （ 〇 ）協働解決力 

    （   ）国際通用力     （ 〇 ）倫理観 

  （３）上記能力を育成するために生徒へ投げかける「 問い 」や「 学習活動 」 

   ・知識や技能を教え込むのではなく、生徒各自の取組から気づきがある学習活動 

 〇ルーブリック評価の観点と評価段階 

           評価段階 

観点 
A B C 

プレゼンテーションの準

備についての基礎的な技

術の習得（情報活用能

力、論理的思考力） 

テンプレートに沿ったスライド

を改良し、オリジナリティあふ

れるスライドを作成しようと

し、そのための手法をある程度

身につけている。 

テンプレートに沿ったスラ

イドを作成することができ

る。 

テンプレートに沿って

スライドを作成するこ

とができない。 

プレゼンテーションの実

践と改善 

（問題発見・解決能力、

協働解決力、倫理観） 

プレゼンテーションの練習を行

う準備ができ、自分のスライド

から課題を見つけ、改善しよう

としている。 

プレゼンテーションの練習

を行う準備ができている

が、実際に練習はできてい

ない。 

プレゼンテーションの

練習を行う準備があま

りできていない。 

  ※本時（本単元）のルーブリック評価の対象となる学習活動 

    授業のほぼ全ての時間に渡る、プレゼンテーションの準備のための生徒の活動 

〇授業全体に関して、授業見学者に重点的に見てほしいこと（協議会等で特にアドバイスが欲しい点） 

  ・指導と評価の一体化（ルーブリック評価の改善と、実際の授業にどのように反映するか） 

〇補足 

  これまでの自分を振り返り、今後の進路についてプレゼンテーションをするためのスライドを作成する作業をさ 

せています。このプレゼンテーション(発表)は、三者面談にて実施されるものですので、授業での評価は、活動へ

の取組及び成果物のスライドや原稿をもとにして行います。このプレゼンテーションの準備を通して、効果的に表

現するための基礎的な知識や技能を、生徒自身が試行錯誤する中で習得させることが目的です。 

 活動の早い遅い、準備をしている、していないなど個人差が出てきます。準備が早く終わった生徒から、教員が

個別に廊下で発表の練習や内容の指導を行います。もちろん時間内においてすべての生徒に対する個別指導はでき

ませんが、「しっかりと準備をした生徒はその分いいことがある」ということも事前に伝えています。今回の研究

授業では生徒個々への指導がなされて様子をご覧いただけるかと存じます。なお、今回は内容が個人の進路に関す

ることなので、グループでの活動はありません。「自分自身と向き合う」活動になります。 
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❹関係資料―６ ①第１回 授業研究重点期間（前期）研究協議まとめ 

【国語科（国語総合）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

  ・主観的な評価にならないよう、かつ具体的に評価を示すのが難しいと感じたので、客観的ではある 

が内容も評価できるような方法があれば知りたい。 

 

【数学科（数学Ⅰ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

成  果 課  題 

・ルーブリック評価があることで、グラフを丁寧にかいて説明

している様子が見られたのではないか。 

・単元の中で重要なポイント（グラフ）を評価規準に入れるこ

とで、生徒が意識して取り組むことができたのではないか。 

・この時間のあるべき姿や目的が明確であり、生徒も取り組み

やすいのではないか。 

・反転授業（予習型）では特に、生徒を見取る規準を持ってい

ると、生徒も教員も調整しやすいのではないか。 

・Sと Aの評価の違いについて振り返る機

会があるとよいのかもしれない。 

・相互評価は辛口な評価をつけにくいの

ではないか。 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・ルーブリック評価を使って、生徒が生徒を評価することの効果や良い方法。 

・評定に入れる評価と入れない評価の違いと具体的な方法。 

 

【社会科（日本史Ｂ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・ルーブリック評価における生徒の自己評価と教員の評価の関係 

・ルーブリック評価を成績に反映させることの関係と実際 

 

 

 

 

 

成  果 課  題 

・本時のやるべきことと目指すところが分かる

ので、生徒は取り組みやすかったのではない

か。 

・読んだ話と同じような自分の経験を文章で説明す

ることを評価とすると、同じような経験がない生

徒は評価ができない。 

・観点は分けて提示した方がよい。 

成  果 課  題 

・授業後に生徒に実施した授業に関するアンケート

には、「授業中に集中ができた。」「いつもより

興味が持てた。」「理解が深まった。」「印象に

残る授業だった。」などの意見が多くあり、特に

興味・関心・意欲を喚起したという点で成果をあ

げた。ルーブリック評価により授業のねらいが学

習者に意識されていたからだと考えられる。 

・ルーブリック評価の観点を事前に生徒に示す

ことが重要である。 

・ルーブリック評価における生徒の自己評価と

授業者の評価に差がある場合の扱いに問題と

課題が残る。 
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❹関係資料―６ ①第１回 授業研究重点期間（前期）研究協議まとめ 

【国語科（国語総合）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

  ・主観的な評価にならないよう、かつ具体的に評価を示すのが難しいと感じたので、客観的ではある 

が内容も評価できるような方法があれば知りたい。 

 

【数学科（数学Ⅰ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

成  果 課  題 

・ルーブリック評価があることで、グラフを丁寧にかいて説明

している様子が見られたのではないか。 

・単元の中で重要なポイント（グラフ）を評価規準に入れるこ

とで、生徒が意識して取り組むことができたのではないか。 

・この時間のあるべき姿や目的が明確であり、生徒も取り組み

やすいのではないか。 

・反転授業（予習型）では特に、生徒を見取る規準を持ってい

ると、生徒も教員も調整しやすいのではないか。 

・Sと Aの評価の違いについて振り返る機

会があるとよいのかもしれない。 

・相互評価は辛口な評価をつけにくいの

ではないか。 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・ルーブリック評価を使って、生徒が生徒を評価することの効果や良い方法。 

・評定に入れる評価と入れない評価の違いと具体的な方法。 

 

【社会科（日本史Ｂ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・ルーブリック評価における生徒の自己評価と教員の評価の関係 

・ルーブリック評価を成績に反映させることの関係と実際 

 

 

 

 

 

成  果 課  題 

・本時のやるべきことと目指すところが分かる

ので、生徒は取り組みやすかったのではない

か。 

・読んだ話と同じような自分の経験を文章で説明す

ることを評価とすると、同じような経験がない生

徒は評価ができない。 

・観点は分けて提示した方がよい。 

成  果 課  題 

・授業後に生徒に実施した授業に関するアンケート

には、「授業中に集中ができた。」「いつもより

興味が持てた。」「理解が深まった。」「印象に

残る授業だった。」などの意見が多くあり、特に

興味・関心・意欲を喚起したという点で成果をあ

げた。ルーブリック評価により授業のねらいが学

習者に意識されていたからだと考えられる。 

・ルーブリック評価の観点を事前に生徒に示す

ことが重要である。 

・ルーブリック評価における生徒の自己評価と

授業者の評価に差がある場合の扱いに問題と

課題が残る。 
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【理科（物理基礎）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・実験レポート等における有効なルーブリックの作成方法について学びたい。 

・実施したルーブリック評価をどう成績に反映させていくか。 

 

【外国語科（コミュニケーション英語Ⅰ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇その他授業全体に係る振り返り 

・普段から生徒の活動時間を確保するため、教員の説明の時間を減らしているが、生徒がどこまで正

しく理解できているのかが不明である。 

 

【保健体育科（体育）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

成  果 課  題 

・ルーブリック S 評価のポイント（実験に

おいて工夫をすること）が明確であり、

そこに焦点を当てて実験をすることがで

きた。 

・事前に具体的な行動目標を示されるとや

る気に繋がる。 

 

 

・どこに誤差が生じるか事前に伝えておくと、生徒は何

をどのように工夫すべきか考えて取り組める。 

・実験中、生徒からの聞き取りだけでなく、プリントに

工夫した点として書き残させるとよかった。 

・生徒に自己評価させることで、先生による評価と合わ

せて評価できる。 

・実験上の工夫を評価の対象としているため、より良い

実験のための指導がしにくくなる。 

成  果 課  題 

・「論理的思考力」の育成を掲げ、話す活動を実施

し、その評価の観点として「説得力のある理由」

を加えることに設定した。 

・評価は S・A・B の三段階とし、ほとんどの生徒が

評価 Aとなるような根拠を述べることができた。 

・成果物を評価するのに有効である。 

・育成したい資質・能力の定義づけが難しかっ

た。 

・５段階で細かく評価したいが、教員の負担が

大きくなる。 

・評価規準の設定 

成  果 課  題 

・生徒がねらいを持って授業に参加できるため、学

習内容の理解につながる。 

 

・教師の指導するポイントが明確になり、生徒が活

動している際の声かけがより具体的になる。 

・今回の研究授業１コマだけでなく、単元全体

を通してルーブリック評価を継続していく必

要があるのではないか。 

 

・今回は「技能」のみであったが、すべての観

点においてルーブリック評価をするには、か

なりの負担があるのではないか。 
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【共創・探究科（共創探究基礎）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

 

②第２回 授業研究重点期間（後期）研究協議まとめ 

【国語科（現代文Ｂ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・評価規準作成の方法について教科別に学びたい。国語においてどのように客観的評価をするか。 

 

【数学科（数学Ⅱ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・「ルーブリック」評価にこだわりすぎず、新学習指導要領を円滑に実施するために「学習評価」全

体に関わる研修会などをいれていくことで、教職員間の情報交換をする場を設けると良い。 

・「学習評価」に関するモデルとなる「研究授業」は、時期を決めずに各教科から全体に向けて発信

する場があると広がっていく。アイデアを各教科で出し合い、仮説を立てるような「研究授業」

は、時期を決めて各教科で組織的に行っていく形式が適している。 

 

成  果 課  題 

・目標が明確になるため、有効だと思う。 ・ルーブリックの観点が盛り込まれすぎている。１つの

観点には１つの育成したい資質・能力だけにした方が

よい。 

・評価段階のどれが評価規準になるのかがわかるとさら

によい。 

・自己評価と客観的評価が生じた場合にどうするかも課

題である。 

成  果 課  題 

・ワークシート№５（ワークシート№４に取り組ん

だ感想の記述）に取り組む前に評価規準について

説明したことにより、生徒が記述の際に気を付け

るべき点を明らかにすることができた。 

 

・自己評価・他者への評価の際に基準を満たしてい

るかを考えさせ、該当箇所に傍線を引かせたこと

で生徒の評価が正しいかどうかの判断をしやすく

することができた。 

・記述をさせる際の評価規準の作成が難しい。

具体的には、理解の度合いを測るような「十

分な理解」や「大体の理解」といった言葉に

ついて、当然評価する生徒の理解が基準とな

ってしまうので客観的評価とならないという

点。 

 

・評価基準の作成に時間がかかるため、普段の

授業に取り入れづらい。 

成  果 課  題 

・生徒のアンケートから「ルーブリックを意識

して、学習改善に生かした」割合が 70％であ

った。 

・ルーブリックを作成することで、生徒が「S」

を目指すための展開の工夫を授業者が生かす

ことができた。 

・１回の授業で「S」を目指すのではなく、年間

を通して「S」を目指すための基準として活用

することが適切だと分かった。 

・「ルーブリック」を活用するために「活動」を考

えるのは不自然な流れになってしまう。「身に付

けさせたい力」→「そのための活動」→「適切な

評価方法の選択」の流れは間違えないようにした

い。 

・教科として「身に付けさせる力」を明確にして、

そのための「活動」と「適切な評価方法」を蓄積

していくことで、「学習評価」をより充実させて

いくことができるのではないかと思った。 

64



- 64 - 
 

【共創・探究科（共創探究基礎）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

 

②第２回 授業研究重点期間（後期）研究協議まとめ 

【国語科（現代文Ｂ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・評価規準作成の方法について教科別に学びたい。国語においてどのように客観的評価をするか。 

 

【数学科（数学Ⅱ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・「ルーブリック」評価にこだわりすぎず、新学習指導要領を円滑に実施するために「学習評価」全

体に関わる研修会などをいれていくことで、教職員間の情報交換をする場を設けると良い。 

・「学習評価」に関するモデルとなる「研究授業」は、時期を決めずに各教科から全体に向けて発信

する場があると広がっていく。アイデアを各教科で出し合い、仮説を立てるような「研究授業」

は、時期を決めて各教科で組織的に行っていく形式が適している。 

 

成  果 課  題 

・目標が明確になるため、有効だと思う。 ・ルーブリックの観点が盛り込まれすぎている。１つの

観点には１つの育成したい資質・能力だけにした方が

よい。 

・評価段階のどれが評価規準になるのかがわかるとさら

によい。 

・自己評価と客観的評価が生じた場合にどうするかも課

題である。 

成  果 課  題 

・ワークシート№５（ワークシート№４に取り組ん

だ感想の記述）に取り組む前に評価規準について

説明したことにより、生徒が記述の際に気を付け

るべき点を明らかにすることができた。 

 

・自己評価・他者への評価の際に基準を満たしてい

るかを考えさせ、該当箇所に傍線を引かせたこと

で生徒の評価が正しいかどうかの判断をしやすく

することができた。 

・記述をさせる際の評価規準の作成が難しい。

具体的には、理解の度合いを測るような「十

分な理解」や「大体の理解」といった言葉に

ついて、当然評価する生徒の理解が基準とな

ってしまうので客観的評価とならないという

点。 

 

・評価基準の作成に時間がかかるため、普段の

授業に取り入れづらい。 

成  果 課  題 

・生徒のアンケートから「ルーブリックを意識

して、学習改善に生かした」割合が 70％であ

った。 

・ルーブリックを作成することで、生徒が「S」

を目指すための展開の工夫を授業者が生かす

ことができた。 

・１回の授業で「S」を目指すのではなく、年間

を通して「S」を目指すための基準として活用

することが適切だと分かった。 

・「ルーブリック」を活用するために「活動」を考

えるのは不自然な流れになってしまう。「身に付

けさせたい力」→「そのための活動」→「適切な

評価方法の選択」の流れは間違えないようにした

い。 

・教科として「身に付けさせる力」を明確にして、

そのための「活動」と「適切な評価方法」を蓄積

していくことで、「学習評価」をより充実させて

いくことができるのではないかと思った。 
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【社会科（世界史Ｂ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・ルーブリック評価においては、生徒が紙やオンライン上のシートに書いて残った結果を評価するこ 

とは簡単だが、議論の経過などの過程を評価することはより難しい。 

・ルーブリック評価を成績に反映させる実際の取り扱いについて。 

・ルーブリック評価の観点が今はＳとＡとＢの３つの到達レベルだが、Ｃも表記する必要があるので 

はないか。 

 

【理科（生物）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇その他授業全体に係る振り返り 

  教科書に記載されている基礎知識のさらに根本を検証し、自ら結果を考察して結論を導き出す活動を

行ったが、探究の過程全体を通して目的意識をもった実験を生徒一人ひとりが主体的に取り組むこと

と、生徒自身が考える場面を多くつくることが重要であった。そのための改善点が、三つある。 

 第一に、授業の導入でルーブリックの評価規準を詳しく説明することである。プリントに記載しただ

けで口頭説明しなかったためか、ほとんどの生徒は読まずにグループ活動を始めていた。はじめに評価

規準を伝えることで、生徒が明確な到達目標を把握した状態で取り組むことができる。 

  第二に、グループごと生徒自身に進行させることである。グループの進捗状況に５～10分程度の差が

あった。効率よく進行し、なおかつ生徒の主体性を高めるためには、実験だけでなく全体を通した役割

分担が必要であった。また、説明のためのスライドを PowerPoint で作成・使用したが、レジュメとし

て印刷・配付しておくと進行係が進めやすくなったり、グループで操作がわからなくなってしまったり

したときに振り返ったりすることができると思う。 

  第三に、教員が丁寧に説明する場面と、生徒自身に考えさせる場面とを明確に区別することである。

展開する際の留意点の一つに「生徒が本時の目的・目標を理解しているか」があるが、操作を理解せず

成  果 課  題 

・内容的にも時間的にも難しい二つの課題についてグ

ループ内で分担し調べ発表をさせるという授業であ

ったが、生徒は時間を追うごとに意欲的に取り組

み、期待以上の成果をあげた。それは授業者が適切

な課題を選択し、事前に授業目標とルーブリック評

価の観点を生徒に明示し、話し合いの助言など適切

な机間指導ができたことの成果であると考えられ

る。授業の中で生徒は情報活用能力及び論理的思考

力を発揮し、思考・判断・表現力を高めることがで

きたと考えられる。 

・ルーブリック評価の観点に関してもう少し

分かりやすい表現にすると効果があがった

かもしれない。 

 

 

成  果 課  題 

・実験を始める際に、生徒たちはグループ内でカー

ドをどのように振り分けるかを考えていた。あえ

て事前に詳しく説明しなかったことで、生徒が考

える場面を作ったのはよかった。 

・生徒がルーブリックを用いて評価したり学習用タ

ブレット端末を活用したりする機会になってよか

った。 

・展開する際の留意点の一つに「生徒が本時の

目的・目標を理解しているか」があるが、操

作を理解せずに進めたことで、結果を記録し

忘れてやり直すグループがいくつかあった。 

・活動全体を通した役割（進行係・記録係・発

表者など）を各班一人ひとりに分担すると、

生徒がより責任感をもって主体的に取り組む

と考えられる。 
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に進めたことで結果を記録し忘れてやり直すグループがいくつかあった。しかし、グループ内でカード

を分配する際には生徒自身が相談しながら進めていたので考える場面づくりとしてはよかった。丁寧に

説明することと生徒自身に考えさせる場面を明確に区別した上で、パフォーマンス課題を与えることが

必要であった。 

以上三点を中心に、今後のグループ活動や探究活動を改善する。 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

   教科・科目を問わず教員間で「学習評価」に関わる情報交換を行う機会があると、組織的な改善が

図りやすくなる。 

 

【英語科（コミュニケーション英語Ⅰ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・生徒自身がルーブリックに基づいて評価したものをどのように成績に含めるか。 

・ルーブリックやテストなどの採点者間の評価・採点のズレをなくすには？ 

 

【保健体育科（体育）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

 

【共創・探究科（数理・統計と情報）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇その他授業全体に係る振り返り 

・身近な題材を数学的に取り扱い、活動に取り入れていた。 

・課題研究において統計的な手法を活用することを踏まえた単元の指導計画がなされていた。 

・統計学の手法について、今後、数学科や情報科など、他教科と単元に係る情報共有が必要である。 

  

成  果 課  題 

・単元のまとめの活動を通して身につけさせたい

能力やその評価を、ルーブリックを使って明確

にすることで、見通しを持って活動や単元計画

を設定することができた 

・ルーブリック内の S 評価と A 評価の違いを明確

にする 

・ゴールタスク用のルーブリックではあるが、そ

れまでの授業の最初の活動等でも扱えるとよい 

・情報活用能力と問題発見・解決能力の２つをル

ーブリックに含めると評価が大変である。 

成  果 課  題 

・あらかじめ配布してある単元を通してのルーブリ

ック評価表から、毎時間自分がどこまでできてい

るのか確認できるので、達成感が生まれやすく、

取り組む意欲を高めることが出来る。 

・生徒同士で評価する時間があっても良い。 

・グループでの活動をしているので、問題発見

や問題解決に向けて話し合う時間を設ける。 

課  題 

単元の指導と評価の計画の通り、本時のみのルーブリック評価は設定していない。 

今後、活動における適切なルーブリック評価を改善していきたい。 
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に進めたことで結果を記録し忘れてやり直すグループがいくつかあった。しかし、グループ内でカード

を分配する際には生徒自身が相談しながら進めていたので考える場面づくりとしてはよかった。丁寧に

説明することと生徒自身に考えさせる場面を明確に区別した上で、パフォーマンス課題を与えることが

必要であった。 

以上三点を中心に、今後のグループ活動や探究活動を改善する。 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

   教科・科目を問わず教員間で「学習評価」に関わる情報交換を行う機会があると、組織的な改善が

図りやすくなる。 

 

【英語科（コミュニケーション英語Ⅰ）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇ルーブリック評価に関する疑問点や今後研修等で取り扱ってほしいこと 

・生徒自身がルーブリックに基づいて評価したものをどのように成績に含めるか。 

・ルーブリックやテストなどの採点者間の評価・採点のズレをなくすには？ 

 

【保健体育科（体育）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

 

【共創・探究科（数理・統計と情報）】 

〇協議の中で検討されたルーブリック評価による成果と課題 

〇その他授業全体に係る振り返り 

・身近な題材を数学的に取り扱い、活動に取り入れていた。 

・課題研究において統計的な手法を活用することを踏まえた単元の指導計画がなされていた。 

・統計学の手法について、今後、数学科や情報科など、他教科と単元に係る情報共有が必要である。 

  

成  果 課  題 

・単元のまとめの活動を通して身につけさせたい

能力やその評価を、ルーブリックを使って明確

にすることで、見通しを持って活動や単元計画

を設定することができた 

・ルーブリック内の S 評価と A 評価の違いを明確

にする 

・ゴールタスク用のルーブリックではあるが、そ

れまでの授業の最初の活動等でも扱えるとよい 

・情報活用能力と問題発見・解決能力の２つをル

ーブリックに含めると評価が大変である。 

成  果 課  題 

・あらかじめ配布してある単元を通してのルーブリ

ック評価表から、毎時間自分がどこまでできてい

るのか確認できるので、達成感が生まれやすく、

取り組む意欲を高めることが出来る。 

・生徒同士で評価する時間があっても良い。 

・グループでの活動をしているので、問題発見

や問題解決に向けて話し合う時間を設ける。 

課  題 

単元の指導と評価の計画の通り、本時のみのルーブリック評価は設定していない。 

今後、活動における適切なルーブリック評価を改善していきたい。 
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❹関係資料―７ 授業教材（コミュニケーション英語Ⅰ） 

“TRIANGLE DEBATE” 

The procedure of the triangle debate. 
 
1. Role Decision  
 
 
 
 
 
 
2. Affirmative Speech 1 (30 seconds) 
 
 
 
 
3. Negative Speech 1 (50 seconds) 
 
 
 
 
 
4. Affirmative Speech 2 (50 seconds) 
 
 
 
 
 
5. Negative Speech 2 (50 seconds) 
 
 
 
 
 
6. Judge Comment (30 seconds) 
 
 
 
 

Debater A Debater B Judge 

肯定側 A が１つ目の理由を述べます。 

その間、否定側 B とジャッジはメモを取ります。 

賛成意見（30 秒） 

否定側 B が１つ目の反論と理由を述べます。 

その間、肯定側 A とジャッジはメモを取ります。 

A の議論の反論（20 秒）＋反対意見（30 秒） 

肯定側 A が２つ目の反論と理由を述べます。 

その間、否定側 B とジャッジはメモを取ります。 

B の議論の反論（20 秒）＋反対意見（30 秒） 

否定側 B が２つ目の反論と理由を述べます。 

その間、肯定側 A とジャッジはメモを取ります。 

A の議論の反論（20 秒）＋反対意見（30 秒） 

ジャッジはAと Bの両方にコメントを付けて、どちら

が説得力があったか決めます。 

AB へのコメント＋勝者の決定（30 秒） 

Affirmative:肯定の 

Negative:否定の 

Judge:裁判官、審判 

賛成！ 反対！ 
どちらが良い

か判断！ 

Debater A 

 
Debater B 

Judge 

Debater B 

 
Debater A 

Judge 

Debater A 

 
Debater B 

Judge 

Debater B 

 
Debater A 

Judge 

Judge 

 
Debater A 

Debater B 

67



- 68 - 
 

Example Format for Triangle Debate 
2. Affirmative Speech 1 (30 seconds) 
 
 
 
 
 
 
3. Negative Speech 1 (50 seconds) ～ 5. Negative Speech 2 (50 seconds) 

 
 
 

 

 
 
6. Judge Comment (30 seconds) 
 
 
 

 
 
 

Useful Expressions for Triangle Debate 
  Stating your own idea（意見を言うとき） 

I strongly believe that ～ because … 
 I believe that ～ for the following reasons. 
   I have two reasons. (Let me explain.) First、 ～. 

   For these reasons、 it is obvious that ～ 
 Therefore I believe that ～ 
 
 Concluding（まとめるとき） 

The point we are making is that ～ In summary、 ～ 
That’s why it is clear that ～ In conclusion、 ～ 
In short、 we can say that ～ To sum up、 ～ 
We can therefore conclude that ～ Let me summarize ～ 

 
 

 

Debater B 

I strongly believe that ～ 

Let me explain why I think so. 

First, ～ 

For these reasons, it is obvious that ～  

You said “～”, but it’s not true. 

This doesn’t matter because ～. 

Debater A 

I think/believe ～ 

because… 

For example, ～ 

That is why, ～ 

A(Assertion):主張 

R(Reasoning):理由づけ 

E(Example):具体例 

A(Assertion):主張 

R(Refutation):反論 

A(Assertion):主張 

R(Reasoning):理由づけ 

E(Example):具体例 

A(Assertion):主張 

You said “～”. It is a good point because … 

You said “～”. It is great/excellent/so good. (That is because…) 

 

So the winner for this round is “～”. Congratulations!! 
Judge 

Aに対するコメント 

Bに対するコメント 

 

勝者の判定 

 Disagreeing（反対するとき） 
You said “ ～”. However, this is doubtful. 

   It has nothing to do with the topic.  
This is not relevant. 
This is beside the point. 
They are wrong, because～ 
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Example Format for Triangle Debate 
2. Affirmative Speech 1 (30 seconds) 
 
 
 
 
 
 
3. Negative Speech 1 (50 seconds) ～ 5. Negative Speech 2 (50 seconds) 

 
 
 

 

 
 
6. Judge Comment (30 seconds) 
 
 
 

 
 
 

Useful Expressions for Triangle Debate 
  Stating your own idea（意見を言うとき） 

I strongly believe that ～ because … 
 I believe that ～ for the following reasons. 
   I have two reasons. (Let me explain.) First、 ～. 

   For these reasons、 it is obvious that ～ 
 Therefore I believe that ～ 
 
 Concluding（まとめるとき） 

The point we are making is that ～ In summary、 ～ 
That’s why it is clear that ～ In conclusion、 ～ 
In short、 we can say that ～ To sum up、 ～ 
We can therefore conclude that ～ Let me summarize ～ 

 
 

 

Debater B 

I strongly believe that ～ 

Let me explain why I think so. 

First, ～ 

For these reasons, it is obvious that ～  

You said “～”, but it’s not true. 

This doesn’t matter because ～. 

Debater A 

I think/believe ～ 

because… 

For example, ～ 

That is why, ～ 

A(Assertion):主張 

R(Reasoning):理由づけ 

E(Example):具体例 

A(Assertion):主張 

R(Refutation):反論 

A(Assertion):主張 

R(Reasoning):理由づけ 

E(Example):具体例 

A(Assertion):主張 

You said “～”. It is a good point because … 

You said “～”. It is great/excellent/so good. (That is because…) 

 

So the winner for this round is “～”. Congratulations!! 
Judge 

Aに対するコメント 

Bに対するコメント 

 

勝者の判定 

 Disagreeing（反対するとき） 
You said “ ～”. However, this is doubtful. 

   It has nothing to do with the topic.  
This is not relevant. 
This is beside the point. 
They are wrong, because～ 
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Recording Sheet for Triangle Debate 
Motion / Topic Affirmative Reasons Negative Reasons Comments / Notes 

StudentSSHould stop 
using their 

smartphone during 
class. 

No need to use 
smartphones in 
school 
 
Studying = priority 
→must focus on it  

Essential item for 
students 
 
Apps help students 
study 

Winner: Negative 
 
New vocab: 
facilitate 
I should have 
focused on apps 
useful for them. 

 
 
 
 
 
 
 
 

  Winner: 

 
 
 
 
 
 
 
 

  Winner: 

 
 
 
 
 
 
 
 

  Winner: 

 
 
 
 
 
 
 

  Winner: 

 
 
 
 
 
 
 

  Winner: 
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平塚江南高等学校ＳＳＨ概念図 
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令和３年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（兵庫県神戸市）での発表ポスター  
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令和３年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（兵庫県神戸市）での発表ポスター  
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